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• 技術開発本部では、中長期シナリオ「CHRONAX」において、ロボティクス研究を重点領域に設定しています。

• 「CHRONAX」は、AI・ロボティクス・XRなどの先端技術を融合し、サイバー空間とフィジカル空間をシー

ムレスにつなぐことで、社会インフラの高度化を目指す、技術開発本部の研究開発プロジェクトです。

• 現場の作業や技能をデジタルで可視化・共有し、人の経験や能力を拡張することで、安全・生産性を向上させ

ます。将来的には人・空間・時間の制約を超えた新しい働き方やインフラ運用の実現を目指します。

写真

01 ロボティクスに関する取組の概要

02 ロボティクスに関する研究例

技術開発本部

先端技術応用研究所
情報技術グループ 三品主任

研究担当部署 中部電力（株） 技術開発本部 企画部 企画G ／ 先端技術応用研究所 情報技術G

• 技術開発本部の各研究グループが専門分野を越えて連携し、

一丸となってロボティクス研究を推進しています。

• 社内の関連する様々な部門や社外の共創パートナーとも連携

しながら、サイバーとフィジカルの融合による社会インフラ

の高度化を目指します。

• 先端技術応用研究所では、ロボットの社会実装に向けた取り組みとして、信頼されるロボット活用を目指して、

安全（Safety&Security）を実現するロボット二次開発に取り組んでいます。
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企画部
企画グループ 仕明主任

頭脳

（考える:外付けPC）

五感

(見る:センサ)

・プラットフォームを活用し、

安全を実現する自律移動システムを開発

・検証を通じてフィードバックを行い、

プラットフォームの改良にも貢献

【取り組み概要】

二次開発によって五感（センサ）・頭脳(外付けPC)・足(市販ロボット)を連携、

人間と同じように 見る・考える・動く をロボットで実現

・現場特有の障害物や

構造物を対象に、

センサを調査・選定

足

(動く:市販ロボット)

連携 指示

・市販ロボットは「動く」の役割に専念

・内蔵システム依存度を最小限に留め、

セキュリティリスクを低減

センシング情報に基づく、

マッピング・ナビゲーション機能

頭脳(外付けPC)からの

ハイレベル制御指示

(前進・後退・旋回)

ロボット内蔵アルゴリズムで

・ハイレベル制御指示

を部品単位の制御に変換

・歩行中の高性能な姿勢制御

を自動実行

二次開発

• 上記のほか、技術開発本部では、各部門と連携しながら現場ニーズを把握し、最新技術動向調査や現場適用可

能性の調査・研究開発を進めてまいります。

技術開発本部におけるロボティクス研究推進
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